
こ
と
ば
の
ち
か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

と
き
　
12
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
15
分
〜

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

町
で
は
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
言

葉
の
力
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
「
こ
と
ば
の
ち
か
ら
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
言
葉
の
力
」
と
人
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り

【
記
念
講
演
】
講
師
＝
斎
藤
由
香

さ
ん
、
演
題
＝
ど
く
と
る
マ
ン
ボ

ウ
家
の
素
顔

▼
定
員

先
着
１
５
０
人
（
中
学

生
以
下
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

▼
申
込
方
法

教
育
支
援
室
、
日

生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
用
紙
（
教
育
支
援
室
の
Ｈ

Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
室
へ
持
参

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６

６
・
９
５
０
１
）

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
支
援
室

（
�
７
６
６
・
６
０
０
６
）
へ
。

記念講演講師

斎藤由香さんのプロフィール

サントリーに入

社し広報部を経

て、現在健康食品

事業部勤務。一方

で「トホホな朝ウ

フフな夜」を週刊

新潮で連載中のエ

ッセイスト。祖父

は歌人の斎藤茂吉、父は作家の

北杜夫。

記念講演では、作家の家がど

れだけ悲惨なのかという赤裸々

な話をはじめ、万年赤字だった

健康食品事業部を2 7 0億円の売り

上げ規模にさせたヒミツなど楽

しいお話をお伝えします。

いい なな がが わわ エエ イイ ブブ ルル アア ーー トト 22 00 00 77   開開 催催

町手をつなぐ育成会では、

障害者週間にあわせ、障害の

ある人達の芸術作品を紹介す

る展示会「いながわエイブル

アート2007」を開催します。

エイブルアート（可能性の

芸術）に出展されている障害

のある人達の生み出す作品は、

既成概念に縛られた私達の芸

術観や美術観を一変させるパ

ワーに満ちたものが数多く存

在します。そのみずみずしい

感性は、見るものの心に直接

響いてきます。ぜひこの機会

に、素晴らしい作品の数々を

ご観賞ください。

問い合わせは、社会福祉協

議会（�766－2525）へ。

�とき：12月1日（土）～同9日（日）�ところ：生涯学習センター�とき 1 2月1 3日（木）午後７時

～同８時30分

�ところ 文化体育館

�対象 町内在住・在勤の高校生

以上の人

�参加費 無料

�定員 先着30人

�申込み 所定の申込書に必要事

項を記入し、生涯学習課、スポー

ツセンター、猪名川町Ｂ＆Ｇ海洋

センター、文化体育館、中央公民

館、日生・六瀬連絡所の窓口へ提

出

�申込期間 11月18日～同30日

問い合わせは、生涯学習課（�

767－2323・ＦＡＸ767－2880）へ。

リンパ・ドレナージュ
およびストレッチ参加者募集

リンパ・ドレナージュ
およびストレッチ参加者募集

�
ス
イ
カ
（
藤
原
恵
さ
ん
作
）

平
成
12
年
の
地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
現
在
、
地
方
分

権
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
依
存
型
か
ら
自

主
自
立
で
き
る
自
治
体
へ
の
脱
却

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
地
域
に
お
い
て

も
行
政
が
す
べ
て
を
担
う
の
で
は

な
く
、
住
民
自
ら
が
行
政
に
参
画

し
、
住
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
考
え
の

も
と
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
を
解
決
で
き

る
仕
組
み
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、

各
小
学
校
区
で
「
地
域
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
の
設
立
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
個
別

に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

担
当
職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
務
め
な
が
ら
、
自
治
会
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
団
体
・
サ
ー
ク

ル
団
体
に
学
校
も
加
え
た
横
断
的

な
連
携
・
情
報
交
換
を
図
り
、
住

民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

＜２＞広 　 報　 い 　な 　 が 　わ 平成１９年( 2 0 0 7年)１１月１５日＜３＞

住住
民民
のの
参参
画画
とと
協協
働働
にに
よよ
るる

転
換
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
域
で
の
活
動

が
困
難
に
な
る
前
に
、
こ
れ
ら
住

民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
継
続

的
か
つ
発
展
的
に
行
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設

立
さ
れ
る
と
、
校
区
内
の
各
種
団

体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
相
互

補
完
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
校
区
の
特
色
を
生
か
し

た
組
織
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
校
区

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
に
暮

ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
が

高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
住

民
の
「
自
ら
の
住
む
地
域
を
良
く

し
た
い
」
「
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
た
い
」
と
い
う
機
運
を
高
め
、

地
域
の
想
像
力
や
知
恵
を
引
き
出

す
こ
と
か
ら
、
行
政
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
か
っ
た
地
域
課
題
が
、

校
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
取
り
組
み
に
よ
り
解

決
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。規

模
は
小
学
校
区
単
位
と
し
ま

す
。
日
常
的
に
顔
の
見
え
る
範
囲

で
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
が
あ

り
、
住
民
に
と
っ
て
も
分
か
り
や

す
い
範
囲
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
校
区
内
に
は
団
体
や

グ
ル
ー
プ
も
複
数
あ
り
、
事
業
の

総
合
性
を
あ
る
程
度
担
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
図
２
参
照
）
。

私
達
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
変
化
に
と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
児
童
・
生
徒
へ
の
凶
悪
事
件
、
少
子
・
高
齢
化
問
題
、

青
少
年
の
健
全
育
成
お
よ
び
環
境
問
題
な
ど
自
治
会
単
位
で
は
解
決
で

き
な
い
広
域
的
に
取
り
組
む
べ
き
地
域
課
題
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
、
猪
名
川
町
で
は
小
学
校

区
単
位
で
組
織
す
る
「
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
設
立
を
各
地
域

で
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
、
「
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
の
考
え
方
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

自
治
会
や
学
校
が
中
心
と
な
っ

て
地
域
内
の
老
人
会
・
子
ど
も

会
・
消
防
団
な
ど
の
多
様
な
団
体

が
、
地
域
の
福
祉
・
環
境
・
防

災
・
防
犯
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
協
議
し
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
活
動
を
行
い
、
地
域
自

ら
で
解
決
し
て
い
く
た
め
の
小
学

校
区
を
基
本
と
し
た
横
断
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
を
い
い
ま
す

（
図
１
参
照
）。

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
る
地
域

活
動
の
担
い
手
の
減
少
や
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
を
行
政
が
担

う
と
い
う
従
来
か
ら
の
仕
組
み
を

いつも笑顔がかわいい

優奈。お兄ちゃんと仲良

く、元気いっぱい大きく

なってね。

父　智司・母　郁子さん

平谷
ひらたに

優奈
ゆうな

ちゃん
1歳6カ月（つつじが丘）

鈴木
すずき

灯成
ともなり

くん
1歳5カ月（北野）

頑張り屋さんで、元気

一杯の灯成！！これから

も明るく優しく育ってね

�

父　三成・母　夕子さん

個人事業税の納税を
個人事業税は、所得

税・住民税とは別に、物

品販売業・不動産貸付

業・請負業・飲食店業・

クリーニング業・医業な

ど個人で事業を行う人に

かかる県税です。第２期

分の納期限は1 1月3 0日で

す。

納期限までに、最寄り

の銀行・郵便局などの金

融機関で納めてくださ

い。また、納税には、便

利な口座振替制度をご利

用ください。

問い合わせは、伊丹県

税事務所（�7 8 3－1 2 3 1）

へ。

楊津小学校区

消防長
井谷丈志

地域と町役場のパイプ役として、小学校

区ごとに地域担当職員を配置しています。

明るく住み良い地域主体のまちづくりを推

進していくため、地域の皆さんと一体とな

ってまちづくりを進めていきます。

白金小学校区

コミュニティ課長
平尾 伊和男

つつじが丘小学校区

教育部長
倉田和夫

松尾台小学校区

建設部長
別当 敬治

阿古谷小学校区

議会事務局長
仲上 和彦

大島小学校区

生活部長
小北 弘明

猪名川小学校区

総務部長
今里康一

皆
さ
ん
は
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
し
て
、
自
主
的
・
能
動

的
に
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
へ
参
加
す
る
と
と
も
に
、
お

互
い
の
権
利
を
認
め
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
て
、
相
互
に
協
力
し
て

活
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
個
人

か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
組

織
で
あ
り
、
小
学
校
区
と
い
う
自

治
会
よ
り
大
き
な
領
域
で
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
協
議
会

で
は
、
自
治
会
だ
け
の
領
域
で
は

で
き
な
い
こ
と
や
、
登
下
校
児
童

の
見
守
り
活
動
・
地
域
防
犯
・
運

動
会
・
防
災
訓
練
・
河
川
清
掃
な

ど
自
治
会
単
位
で
取
り
組
む
と
非

効
率
な
こ
と
な
ど
を
、
い
く
つ
か

の
団
体
が
協
力
し
合
い
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
自
治
会
は
地

域
に
密
着
し
た
組
織
で
あ
り
、
町

役
場
か
ら
の
生
活
情
報
の
提
供
・

周
知
や
自
治
会
行
事
な
ど
の
身
近

な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ち
ら
か
が
あ
れ

ば
い
い
の
で
は
な
く
、
両
者
が
適

切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
域
の
意
向
や
要
望
を
行
政
に

反
映
さ
せ
、
地
域
住
民
と
行
政
の

密
接
な
関
係
を
築
く
た
め
に
、
小

学
校
区
単
位
に
地
域
担
当
職
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。

地
域
担
当
職
員
は
、
担
当
地
域

へ
の
情
報
提
供
や
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

生
活
に
身
近
な
課
題
の
解
決
や
地

域
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
話
し

合
い
行
動
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
猪
名

川
町
ら
し
い
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
も
、
地
域
の
魅

力
・
特
性
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い

る
住
民
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
し
ぼ

り
力
を
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
・
協
力
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
核
家
族
化
の
進
展
や
生

活
圏
の
広
が
り
に
よ
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
住
民
間
の
交
流
や
日

常
生
活
の
助
け
合
い
な
ど
を
充
実

さ
せ
、
み
ん
な
が
役
割
分
担
を
行

い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
」
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
っ
て

ど
ん
な
組
織
？

な
ぜ
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
設
立
す
る
の
？

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設

置
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
規

模
は
ど
の
程
度
？

地域まちづくり協議会の先陣を切って、平成

1 9年４月「楊津小学校区まちづくり協議会（楊

小まち協）」が設立されました。現在、楊小ま

ち協は校区内の自治会長で構成されており、イ

ベントの開催や清掃活動、また地域内で問題が

起こったときなどに、自治会同士が連携を取り

ながら目的に向かって取り組んでいます。

楊津小学校区を活性化し、活力

のある地域にするにはどのような

取り組みをすべきか、校区内の自

治会長有志が話し合っていたとこ

ろに、町から「地域まちづくり協

議会」の話をいただきました。地

域を活性化したいという私達の思

いと町が進めている施策が合致し、今年４月に

「楊津小学校区まちづくり協議会」を設立しま

した。

これまでに前例がないため、時間をかけて会

の基盤づくりを進めています。現在は各地区の

自治会長のみで構成していますが、来年の４月

からは学校やＰＴＡ、消防団など地域の団体に

もメンバーに加わっていただき、地域間の結束

力をより強固なものにしていきたいと考えてい

ます。

地域まちづくり協議会を軌道にのせることは

容易なことではないと思います。まずは地域の

皆さんに主旨を理解していただき、「自分達の

地域は自分達で守る」という意識を一人ひとり

が高めていただくことが私達自治会長の仕事だ

と思っています。同時にお互いにもっとかかわ

りを持ちながら絆を深めることができれば、子

どもから高齢者までが安全で楽しく暮らしやす

い環境をつくることができるのではないかと考

えています。楊津小学校区の活力ある地域づく

りに向けて「町は私達に何をしてくれるか！」

ではなく「私達は町に何ができるか！」をモッ

トーに、地域の皆さんの理解と協力を得ながら、

一丸となって頑張っていきたいと思います。

楊津小学校区まちづくり
協議会の取り組み

活力ある地域づくりを
楊津小学校区まちづくり協議会

会長　田中 堯さん

▲歴史街道の清掃を行う楊小まち協の皆さん

図3 各小学校区の担当職員を紹介

自治会

老人クラブ

ボランティア団体

・各種活動団体

民生・児童委員

地域防災・防犯な

どの地域安全活動

人権・生涯学習

活動

地 域の 伝統 、

文化の伝承

地 域 環 境 保 全 、

美化活動

地 域 の ま つ

り、イベント

などの開催

健康・スポ

ーツ活動

地域福祉活動、

地域教育活動

地域まちづくり計

画の策定・実行

図１　　地域まちづくり協議会のイメージ

学校 ＰＴＡ・子ども会

消防団企業・団体

図２
地域まちづくり協議会の範囲
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地域
（小学校区）自治会

※「地域まちづくり協議会」は仮称です
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問合せ

▲1 2月1日に行われる防災訓練について話し合う
楊津小学校区の皆さん
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